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研究成果の概要（和文）：ELFの使用実態を踏まえた教育実践（INS）が日本人大学生にもたらす教育効果を、受
講者を対象とした学期中の言語態度調査と、3名の協力者を対象とした学期後の言語態度調査およびELFでの会話
の録音調査に基づく追跡調査の二つの調査を通して、質的に検証した。収集データの分析の結果、多くの受講生
の英語に対する言語態度を単一言語的なものから複数言語的なものへとELF志向的に変化させ、INS受講後も3名
の協力者のELF志向的な言語態度を一定程度維持、あるいは強化していたという点において、INSには、一定の長
期的教育効果が認められたが、その一方で日本社会における英語母語話者信仰の根深い影響も明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research qualitatively examined the educational effect of ELF-informed 
instruction on Japanese university students’ attitudes toward English and their actual language use
 through two types of studies: the language attitude study during the instruction and the follow-up 
study after the instruction. The latter  was particularly conducted as case studies of three 
informants, exploring their language attitudes through the subsequent ELF experiences and their 
actual language use in ELF interaction. The analysis of the data revealed a certain degree of the 
positive educational effect of the instruction. Specifically, the instruction changed the students’
 language attitude toward English from monolingual to multilingual. It also maintained or enhanced 
the three informants’ positive attitudes toward English through the subsequent ELF experiences 
although it also disclosed the deep-rooted negative influence of native-speakerist view of English 
pervasive in Japanese society.

研究分野： 会話分析、語用論、社会言語学、応用言語学

キーワード： 共通語としての英語　長期的教育効果　言語意識　言語使用　コミュニケーション方略
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は次の２点において学術的に意義深い。第一に、学期前後での学生の英語に対する言語態度の変化を比較
した既存研究はあるが、本研究では学期中の学生の言語態度の変遷過程を詳細に追い、具体的にどのような講義
内容が学生の言語態度の変化に作用したと考えられるかを検証した。第二に、留学中の学生の言語態度やアイデ
ンティティーの変遷を調査した既存研究はあるが、世界諸英語やELFに関する知識や視点を得た学生のその後の
言語態度の変遷を明らかにした研究はまだなく、本研究はこの研究の空白を埋めるものである。本研究で得られ
た知見は、グローバル化に即した英語教育に示唆を与えるものであり、この点において社会的にも意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化の進展と共に、国際コミュニケーションの場において、社会的、学術的、ビジ

ネス等の目的のために英語が共通語（English as a lingua franca, ELF）として使用されるこ
とが、高等教育やビジネスの分野でも益々増えている。一方、ELF の研究分野、特にその語用
論的記述研究では、ヨーロッパやアジアでの実際の会話の録音調査によって ELF 使用の実態把
握が進み、多様な言語文化背景出身の ELF 使用者が、母語話者の英語の規範から「逸脱」しな
がら、多様な言語・非言語資源を語用論的方略として効果的に使用し、相互理解と人間関係の
構築を成功裏に達成する過程が解明されてきた(e.g., Jenkins et al. 2011)。しかし、このよ
うな ELF 使用機会の増加と ELF コミュニケーションの実態とは裏腹に、日本を含む各国の英語
教育や大学の国際化は、依然として「母語話者（native speaker, NS）」の英語を規範にした単
一言語的な英語観に基づいて行われる傾向にある (村田他 2017)。アメリカ英語やイギリス英
語のみを「正当な英語」として認識する英語母語話者信仰 (native-speakerism) (Holliday 
2006) の傾向が日本社会全体に深く浸透していることは、日本人学生の言語態度からも明らか
であり(e.g., Chiba et al. 1995) 、「NSらしさ」を優先することにより (Tokumoto & Shibata 
2011)、言語形式の正確性や NS の英語の発音に過度に囚われ、英語の苦手意識へもつながって
いる様子が窺える。 
グローバル化に即した人材育成を行うには、多様な言語文化背景の出身者と自信を持って意

思疎通を図ることができる言語態度や英語コミュニケーション能力を育成する英語教育が不可
欠であり、これには、世界の英語 (World Englishes, WE) の分野で調査されている地域の社会
的要因に関連して多様化した英語変種 (e.g., Kirkpatrick 2007) や、ELF の分野で解明されて
いる変種を越えて行われる ELF 使用実態を踏まえた教育実践が必須である共に、そのような教
育実践の効果検証の実施 (e.g., Galloway 2017) も急務である。 
 
２．研究の目的 
前述のような背景を受け、本研究では、WE や ELF 使用実態に関する教育実践（instruction, 

INS）がもたらす教育効果を、主に日本人大学生の言語意識の変遷過程と、実際の ELF コミュニ
ケーションでの言語使用の 2 点に焦点を当てて、質的に調査することを目的とした。特に、INS
の長期的な教育効果を検証した既存研究がほとんどないことを受け、（１）学期中の INS に伴う
言語態度の変遷を調査することに加えて、（２）学期終了後に数名を対象に追跡調査も実施し、
対象学生の英語に対する言語態度と英語で意思疎通を図ろうとする態度、それに伴う実際の言
語使用が、INS 後にどのように変化するか（しないのか）を質的に詳細解明することで、WE や
ELF に関する知識のその後の ELF 経験での有用性を探り、グローバル化に対応した英語教育へ
の具体的提言を行うことを目指した。 
 
３．研究の方法 
前述の研究目的の達成のため、本研究では、（１）教育実践に伴う言語態度調査と、（２）教

育実践後の追跡調査を実施した。 
 
（１）教育実践に伴う言語態度調査：2017 年度の前期から 2020 年度後期まで、自身が担当す
る WE や ELF に関する専門科目の授業（後述）の履修者を対象として、英語に対する言語態度調
査を実施した。前期は A 大学と B 大学でそれぞれ１クラスずつ、計２クラスの授業を担当し、
後期は A 大学で１クラス授業を担当した。該当の授業で取り扱ったトピックの詳細については、
表１を参照されたい。 
 
表１. WE や ELF に関する専門科目の授業で取り扱ったトピック一覧1 
No. 取り扱ったトピック 
1 世界における英語使用や英語使用者に関する数的情報 
2 人々や言語に対するグローバル化の影響：人口統計学的情報と言語景観など 
3 第一言語や英語母語話者、母語としての英語などの伝統的概念の実態と再考 
4 英語の地球規模での普及：その歴史と言語使用者の agency 
5 世界における多様な英語のアクセントのリスニング 
6 内部圏、外部圏、拡張圏における英語変種の背景とその言語的特徴 
7 植民地支配の負の遺産：標準英語イデオロギーと英語母語話者信仰 
8 ELF コミュニケーションの性質：流動性と多言語性、効果的コミュニケーション方略 

 

                                                   
1 各授業で表１のトピックをどのような順番で、どのような授業活動の形式で、どの程度深く扱ったかは異なる。2017
年度前期と 2018 年度前期に A 大学で実施した授業では、トピック７については簡単に言及するのみで、明示的には取
り扱わなかった。 



各クラスの情報提供者数については、紙面の都合上、ここでは、本報告書で調査結果を後述す
る 2017 年度のもののみを報告する。前期は 30 名（A 大学：23 名、B 大学：7 名）、後期 18 名
（A 大学のみ）の計 48 名が調査に参加した。情報提供者の同意を得た上で、学期開始時の導入
アンケートに対する回答や、学期中に実施した中間レポートや期末レポートの回答を書面形式
で収集した。導入アンケートでは、英語に対するイメージや目指す英語について質問し、加え
て、自身の英語、クラスメイトの英語、教員一般の英語についてどのように感じるか質問した。
中間レポートや期末レポートでは、授業内容の理解度を図ることに加え、その時点における英
語に対する考えや感情を書いて貰った。収集した回答は質的分析ソフトを使用して、その内容
を質的に分析した(Schreier 2012)。 
 
（２）教育実践後の追跡調査：学期終了時に、授業の履修者に声を掛け、追跡調査への参加者
を募った。継続的に調査に協力したのは、2017 年度前期の履修者だった 2 名（仮名：Yui と
Chie）と 2018 年度前期の履修者だった 1 名（仮名：Sana）の 3 名のみであり、この 3 名に焦
点を当てて追跡調査を進めた。調査では、主に（１）オンライン日誌を使用した言語態度調査
と、（２）実際の ELF での会話の録音調査の２つを実施した。これに加え、INS 実施の４年後に、
言語態度調査の補足データとして、半構造化インタビューもオンラインで実施した。オンライ
ン日誌には Google ドキュメントを使用し、調査参加者らには、授業で学習した内容を念頭に、
日常生活における実際の英語使用体験や英語に関する出来事を振り返り、「英語」について感じ
たことや考えたことを、具体的なエピソードと共に自由に書いてもらった。また、録音調査は、
調査参加者自身による録音と、研究代表者がセッティングした留学生との 90 分程度の会話録音
セッションへの参加の二つの形式を採用した。日誌とインタビューの回答データは、質的分析
ソフトを使用しながら、その内容を質的に分析した(Schreier 2012)。録音データについては、
その内容を大まかに文字に起こしたのち、会話分析(conversation analysis, CA; Sacks, 
Schegloff & Jefferson 1974)の視点から興味深い現象が観察される箇所に焦点を当て、その意
味交渉過程のシークエンスを、CA 的手法を用いて詳細に分析した（紙面の都合上、収集データ
の詳細については後日論文で発表する）。 
 
４．研究成果 
 本項では、教育実践に伴う言語態度調査と教育実践後の追跡調査の研究成果について簡潔に
まとめる。 
 
（１）教育実践に伴う言語態度調査：紙面の都合上、ここでは、2017 年度の収集データの分析
を中心に報告するが、それ以降の出たでも同様の傾向が観られる。学期中に収集したデータの
内容を質的に分析した結果、WE や ELF 使用実態に関する教育実践は、情報提供者である日本人
大学生の英語に対する言語態度に、肯定的な変化を一定程度もたらしたことが明らかになった。 
学期開始時、多くの学生は、標準英語（特にアメリカ英語）を「正しい」とする単一言語的

な英語観を持っていた。そのことにより「正確さ」や「NS らしさ」を肯定的に評価する一方で、
それとは異なる自分や教員の英語を低く評価する傾向にあった。英語の第二言語使用者数が多
いことに対する気付きがあり、メッセージを伝えることを重要視する意見を持つ学生もいたが、
自分の日本語アクセントのある英語についてはやはり低く評価していた。しかし INS を通して、
特に、前出の表 1 にあるトピック１、３、６、７、８の５つのトピックについての理解を深め
ることで、多くの学生の英語に対する言語態度と英語コミュニケーションに対する態度は、ELF
志向的に変化した。英語使用や英語使用者に関する数的情報（トピック１）を得たり、第一言
語や英語母語話者、母語としての英語の実態を知りそれら伝統的な概念を再考することで（ト
ピック３）、学生は英語変種間の平等を主張したり、英語母語話者の英語の習得を目指すことに
疑念を持ち始めたりした。また、英語変種の背景とその言語的特徴（トピック６）についての
知識を得ることで、自分の英語に対する自信がついたと述べる学生もいた。 
トピック１〜６まで学んでなお、日本語アクセントの英語が通じない自身の経験をもとに、

標準アメリカ英語や容認発音などの英語の発音を最も効果的なモデルと考える学生もいた。し
かしそのような学生も含め、標準英語イデオロギーや英語母語話者信仰（トピック７）を盲目
的に信じることの危険性、特に言語差別に繋がる可能性を理解すると、「非標準英語」に対する
今までの自分の態度を省みて、より批判的な言語態度を持つようになった。さらに、ELF 場面
において相互理解の達成のために多様な言語・非言語資源が語用論的方略として巧みに使用さ
れている実態（トピック８）に学生の意識を向けると、多くの学生は、異文化間コミュニケー
ションを成功裏に達成する鍵が「NS らしさ」ではないことを理解し、言語使用の調整スキル
（accommodation skills）による相互理解の達成に重きを置くことに価値を見出だし、自分の
コミュニケーションにおける語用論的方略の使用にも目を向けるようになった。このことによ
り全ての学生が、自分の英語コミュニケーションを肯定的に評価するようになったわけではな
いが、メタ語用論的知識に基づき自分の英語や英語コミュニケーションでの振る舞いを客観的
かつ分析的に見る視点を得たことは、少なくとも、学生がその後の ELF 経験においてさらに進
んだ学習をする際の軸や手がかりとなるのではないか(Widdowson 2003 の a capability for 
further learning を参照)と考えられる。 
 



（２）事例研究――INS 中の言語態度と追跡調査中の言語態度と言語使用：学期中、および学
期終了以来収集してきたデータの内容を質的に分析した結果、INS には長期的な教育効果が一
定程度あることが認められた。しかし、その教育効果には個人差があり、特に Yui の言語態度
については、日本社会にある英語母語話者信仰の根深い影響が見られた。紙面の都合上、それ
ぞれの事例の詳細な分析については後日論文として発表し、ここでは、3 名の事例の共通点と
相違点のみを報告する。 
いずれの調査協力者も、INS を通して ELF 志向的な言語態度に一定程度変化し、INS 受講後の

ELF経験においても、このELF志向的な言語態度は、ある程度維持、あるいは強化されていた。
例えば、英語使用者の実態や英語の多様性（前出表１のトピック１、３、６）についての理解
は、INS 受講後、英語変種や英語使用者の多様性に対する寛容や関心として日誌やインタビュ
ー回答に表出していた。実際の ELF 場面において多様な英語変種のアクセントを経験し、最初
は驚いたり分かりづらいと感じたりしても、その変種の話者との会話の機会を重ねるにつれ、
次第に慣れて分かるようになるという経験を 3 名全員がしていた。また、実際の ELF 会話の経
験を通して、文法的正しさや NS らしさよりも、伝えることが重要であること（トピック８）を
実感したという回答も 3 名の日誌やインタビューに見られた。聞き直し、言い換え、自己反復、
確認要求や説明要求、発話補完、見過ごす方略などの様々な語用論的方略の使用についても日
誌で報告され、実際の会話の録音データ中にもその使用が観察された。一方、他者の英語母語
話者信仰的な英語観に対するスタンスは、調査協力者間で多少異なった。Sana の日誌にはその
ような記述自体が見当たらなかったが、Yui と Chie の日誌には、他者のそのような英語観から
距離を置いていることが分かる記述があった。特に Chie は、3 名の協力者の中で一番批判的な
視点を持ち、英語変種について揶揄するような他者の態度を問題視していた。Chie が受講した
INS のみで標準英語イデオロギーや英語母語話者信仰の問題点（トピック７）について明示的
に扱った点を考慮すると、英語に対するより批判的な視点を培うには、英語母語話者やその英
語の定義について再考する（トピック３）だけではなく、トピック７についても明確に扱う必
要性があると考えられる。 
さらに、目指す英語や自身の英語の評価に関する回答を分析すると、英語学習者としてどの

ような経験をしてきたか、および INS 後の英語使用機会が多いか否かで、肯定的な評価をする
か否かが異なることが分かった。英語学習者として成功体験を重ね、留学や日本での異文化交
流の経験から学期開始時から伝わることを重視し、現在も英語を私生活で日常的に使用する
Chie や仕事で英語を日常的に使用する Sana は、INS 受講４年後のインタビュー時も、英語を意
思疎通のツールと認識し、NS の英語を基準に自身の英語を低く評価することはなかったし、NS
の英語を目指す英語とすることもなかった。反対に、昔から自身の英語の発音に劣等感を抱き、
学期開始時から英語母語話者信仰的な英語観が強く、現在、英語を使用する機会があまりない
Yui は、INS と留学中の ELF 経験により伝わることを重要視し始めたものの、劣等感は消えず、
INS 受講４年後のインタビュー時、日本社会の英語母語話者信仰を根拠に、白人系アメリカ人
の英語を目指すとした。これらの調査結果は、自分の英語に対する肯定的な言語態度と ELF 志
向的なコミュニケーション態度を育成するには、ELF 使用実態に基づく英語教育を早い時期か
ら実施することと、ELF 環境下での英語使用機会を継続的に持つことが必要であることを示唆
していると考えられる。 
 
（３）結論――教育的示唆と今後の課題：調査の結果、INS には一定の長期的教育効果が認め
られるが、大学での半期の INS のみで、ELF 志向的な肯定的な言語態度とコミュニケーション
態度を育むには限界があることが明らかになった。具体的には、INS を通して、全員ではない
ものの多くの学生の英語に対する言語態度は、単一言語的なものから複数言語的なものへと変
化した。多様な英語変種を否定せずに受容的になり、英語の正しさより伝えることを重視する
ようになり、自身の言語使用（語用論的方略の使用）に対しても分析的な視点を得て敏感にな
った。INS で扱ったトピックのうち、前出の表１のトピック１、３、６、７の５つが学生の言
語態度に一定程度肯定的な影響を与えたと考えられた。これらのトピックの理解は、学期終了
後の追跡調査に参加した調査協力者の日誌やインタビュー回答にも、多様な英語変種に対する
肯定的な評価や興味関心、言語形式的な正しさより伝えることを重視するコミュニケーション
態度などとして表出しており、INS 後の ELF 経験において協力者らは、ELF 志向的な言語態度を
一定程度維持、あるいは強化していることが分かった。実際の ELF 経験を通して、多様なアク
セントに対する慣れを経験したり（3 名）、正しさに対するこだわりが和らいだり（Sana）、英
語母語話者信仰的な他者の態度を問題視したり（Chie）、そのような英語観から距離を取ったり
(Yui)もしていた。また、確認要求や説明要求、聞き直しや言い換え、発話補完や見過ごす方略
など、多くの語用論的方略が効果的に使用され、相互理解が成功裏に達成されている様子が実
際の ELF での会話の録音データにも確認された。特に Yui については、時の経過とともに多言
語資源を自由に使用する様子も観察された。 
しかし一方で、継続的な ELF 経験の重要性と英語母語話者信仰の根深い影響も明らかとなっ

た。長年、自身の英語の発音に対する劣等感を抱いてきた Yui は、INS を通して、自分の英語
の発音を「日本人らしさ」と捉えたいと考えるようになったものの、INS 後の ELF 経験におい
て、自身の英語の発音が通じなかったり、海外の友人から発音レッスンを受けたりした。その
ような経験に加えて、日本社会に広がる英語母語話者信仰的な英語観の影響や、卒業後の ELF



場面での英語使用機会の減少を受け、発音に対する劣等感は消えるに至っていない。INS 受講 4
年後のインタビューで Yui は、海外にいる場合は伝わることを重視するが、日本や日本人が多
い場面では、白人系アメリカ英語を目指したいと回答した。 
本研究の調査結果を踏まえると、言語形式の正しさや NS の発音の習得を目指す NS 規範の英

語教育が、日本人学生の英語に対する言語態度やコミュニケーション態度に及ぼす否定的な影
響を軽視することはできない。大学での専門教育で WE や ELF について扱うことも、教員教育の
観点からも重要であるが、それだけでなく、ELF 志向的な視点も取り入れた英語教育をもっと
早い段階で行う必要があると考えられる。NS 規範を抜本的に変える必要はない。言語活動によ
って、正しさや NS らしさではなく、「通じる」「伝える」ことに焦点を当て、その点を評価項目
に入れることができると考えられる。発音も、NS の英語への類似性ではなく、「伝わるか」を
基準に評価することが望ましい。そのことにより、自身の発音に対して過度な劣等感を持つ学
習者を生み出すことを避けることができると考えられる。NS 以外の英語をリスニング教材とし
て取り入れたり、実際の ELF 体験を言語活動に取り入れたりすることも重要である。地道な活
動にはなるが、前述のような ELF 志向的な視点を取り入れた英語教育を続けていき、日本社会
にある英語母語話者信仰的な英語観を徐々にでも変えていく努力をすることも必須である。 
一方で、今後の研究課題もある。第一に、本研究では、日本人大学生の言語態度の変遷過程

と実際の ELF での会話での言語使用の 2 点を質的に検証することを目指したものの、後者につ
いては、時の経過に伴う変化を詳細に解明するには至らなかった。多くの録音データを収集す
ることができた Yui のデータには、時の経過と共に、会話参加者らが、多言語資源を自由に使
用する様子が観察されたが、他の 2 名の録音データについては、データ数も少なく、そのよう
な様子を観ることは叶わなかった。今後は Yui の録音データをさらに詳細に分析すると同時に、
将来的には、同じ話し相手との ELF での会話を長期に渡って録音し、特定の言語資源の使用が
時の経過に伴って変化するかどうか、変化する場合はどのように変化するかを調査することも
検討したい（e.g., Pekarek Doehler et al. 2018）。第二に、本研究は、INS の長期的な教育効
果を明らかにするために 3 名の事例研究を実施したが、将来的には、もう少し協力者数を増や
すと同時に、INS 受講者と非受講者の言語態度を比較することにより、INS の効果検証を実施す
ることも検討したい。また、本研究では、協力者が留学や日本での異文化交流、仕事での ELF
経験を通して、どのような人間関係のネットワークを構築し、それが彼女らの英語観やアイデ
ンティティにどのような影響を及ぼしたかなど（e.g., Nogami 2020）については精査できてい
ない。将来的には、このような INS 以外を通して得られる知識や経験が調査協力者にどのよう
な影響を及ぼすかについても考慮する必要があるであろう。 
以上のような課題が確認されたが、本研究では、その規模は小さいものの、既存研究では明

かされていなかった INS の長期的な教育効果を質的に検証、WE や ELF に関する知識のその後の
ELF 経験での有用性やその範囲を解明し、グローバル化に対応した英語教育への具体的な提言
を行った。 
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